
その他の

議 案
1２ 月 定 例 会

　
補
正
予
算
　

　
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
１
９
３
２
万
円
を
追
加

　
総
額
30
億
３
０
８
８
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
10
万
円
を
減
額

　
総
額
４
億
９
８
９
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
1
0
1
7
万
円
を
減
額

　
総
額
11
億
３
４
８
３
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
支
出
　
２
７
３
万
円
を
減
額

　
総
額
６
億
２
１
９
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
条
例
改
正
　

　
須
恵
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

　
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆�

住
民
の
代
表
者
と
し
て
の
議
会
議
員
に
つ

い
て
、
議
会
力
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和

５
年
５
月
分
か
ら
議
員
報
酬
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

【
須
恵
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

（
一
部
抜
粋
）
】
※
有
識
者
６
人
で
構
成

　
よ
り
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
議
員
活
動

を
保
証
す
る
十
分
な
額
と
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
須
恵
町
議
会
議
員
の
報
酬
額
の

引
き
上
げ
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

◆�

特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
の
額
の
改

定
に
準
じ
、
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て

年
間
０
・
05
月
分
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

ま
す
。

改
正
後
の
議
員
報
酬
月
額

•
議
　
長
　
34
万
６
千
円�

➡�

37
万
９
千
円

•
副
議
長
　
28
万
３
千
円�

➡�

31
万
円

•
委
員
長
　
27
万
１
千
円�

➡�

29
万
７
千
円

•
議
　
員
　
26
万
４
千
円�

➡�

28
万
９
千
円

そ の 他 の 採 決 結 果
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
地方公務員の定年を引き上げる地方公務員法の改正にともない、関連する９つの条例を一部改正し、１つの条例を
廃止する。主な改正内容は、６０歳に達した職員の給料を７割水準とする、４級の職務に「指導監」を追加、など。

全員賛成で可決

職員の高齢者部分休業に関する条例の制定
職員の定年引き上げをふまえ、加齢による諸事情などへ対応し、仕事との両立を支援するための環境整備として
高齢者部分休業制度を導入する。休業の承認、休業取得中の給与の減額の取り扱いなどについて定める。

全員賛成で可決

須恵町職員の定年等に関する条例の一部改正
定年年齢、役職定年制、翌年度に６０歳となる職員への情報提供・意思確認などについて定める。定年年齢は、
令和５年４月から２年に１歳ずつ段階的に引き上げ、令和１３年４月に６５歳となる。

全員賛成で可決

須恵町議会議員及び須恵町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部改正
公職選挙法施行令の改正に準じ、選挙公営に要する経費について限度額の引き上げを行う。
（選挙運動用自動車の借入れ　改正前15,800円／日→改正後16,100円／日　など）

全員賛成で可決

須恵町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
特別職の職員の給与に関する法律が改正されたことにともない、町長・副町長・教育長の期末手当について、
年間０.０５月分の引き上げを行う。

全員賛成で可決

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
人事院勧告に基づき、一般職の職員の給与に関する法律が改正されたことにともない、給料表の改定 （水準を平均
0.3％引き上げ）および勤勉手当の支給月数を年間0.1月分引き上げる。

全員賛成で可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
昨今の自治体業務の多様化にともない、監査委員には、より一層の専門性の向上が求められている。そこで、その
職務にふさわしい報酬額の見直しを行う。監査委員（識見を有する者）改正前4０万円／年→改正後50万円／年

全員賛成で可決
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一
般
質
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談（
国
際
交
流
協
会
）

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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　時

　会

議
会
あ
れ
こ
れ

12
月
定
例
会

1 ○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般について疑問
点をただし、報告や説明を求めることです。

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、編集は行っ
ていません。

一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

　
数
年
前
よ
り
、
町
民
か
ら
「
自

宅
の
周
辺
に
猫
の
ふ
ん
が
散
乱
し

て
大
変
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

相
談
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
無
責
任
に
野
良
猫
に
エ
サ
や
り

を
行
な
っ
て
い
る
人
へ
の
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
無
責
任

な
エ
サ
や
り
で
近
隣
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
猫

と
人
と
の
共
生
を
目
指
し
て
解
決

す
る
地
域
猫
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
た
ち
の
活
動
全
般
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
今
後
の
新
た
な
対
策
に
つ
い
て

お
尋た

ず

ね
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
に
地
域
猫
活
動
支
援

事
業
実
施
要
綱
が
で
き
て
以
降
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
の

相
談
件
数
は
、
10
行
政
区
16
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
エ
サ
を
与
え
る

人
が
特
定
で
き
れ
ば
、
職
員
が
出

向
き
、
事
情
を
説
明

し
、
エ
サ
を
与
え
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
変
化

が
見
ら
れ
な
い
場
合

は
、
粕
屋
保
健
福
祉

事
務
所
の
職
員
と
合

同
で
指
導
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
須
恵
町
の
地
域
猫

活
動
団
体
は
、
登
録

団
体
が
11
団
体
、
現

飼
い
主
の
い
な
い
猫
と
の
共
生
は

男
お

澤
ざ わ

 一
か ず

夫
お

  議員

要
望
を
確
認
し
て
い
き
た
い

環
境問

在
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
は
７
団

体
で
す
。
令
和
３
年
度
ま
で
に
34

頭
の
不ふ

妊に
ん

去き
ょ

勢せ
い

手
術
を
行
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
い

な
い
猫
に
関
す
る
問
題
の
解
決
策

は
、
今
の
と
こ
ろ
地
域
猫
活
動
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、
須
恵

町
の
生
活
環
境
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
も
、
新
た
な
支
援
策
を

模も

索さ
く

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
20
行
政
区
の
現
状
を

把
握
し
た
上
で
、
ど
う
い
っ
た
要

望
が
あ
る
か
確
認
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
猫
活

動
団
体
に
積
極
的
に
動
い
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
ど
う
い
っ
た
形
が

良
い
の
か
話
し
合
い
を
し
て
、
問

題
解
決
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば

予
算
措そ

置ち

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
地
域
猫
活
動
と
は

　�

ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
で
困
っ
て
い

る
人
、
猫
を
助
け
た
い
人
な
ど
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
。
地

域
住
民
の
合
意
の
も
と
、
住
民

（
活
動
グ
ル
ー
プ
）
が
主
体
と

な
っ
て
、
不
妊
・
去
勢
手
術
や

一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
エ
サ

や
り
、
ト
イ
レ
の
管
理
を
行
う
。

答
平
松
町
長

答
平
山
地
域
振
興
課
長

地域猫活動支援事業
実施要綱はこちら
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